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　近年の建設事業全般は、建設資材の高騰など経済

状況の変動や人材不足のほか、想定外の様々な要因

による進捗の遅延、また最悪のケースとして、プロ

ジェクト自体が頓挫するなどの影響を受けやすい状

況に置かれており、スポーツ施設もその一つと言える。

　このような状況を踏まえ、プロジェクト内の各パ

ート間で発生する諸問題を解決し、予定通りの業務

遂行をサポートするコンストラクション・マネジメ

ント方式（以下、CM方式）の重要性が年々高まり、

全国各地で竣工、建設予定の各種スポーツ施設建設

プロジェクトにコンストラクション・マネジャー

（CMr）が携わるケースが増えている。

　本稿では（一社）日本コンストラクション・マネ

ジメント協会（日本CM協会）のご協力を賜り、CM

方式についての概要と現状、CM方式を採用して竣

工したスポーツ施設の事例を中心に情報をお届けす

る。この機会に、より一層CM方式に関する理解を

深めていただきたい。
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。
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2022年度公共事業CM方式導入の施設用途別構成 2022年度公共事業CM方式導入の施設用途別数

現在進行中のCM方式を採用した主なスポーツ施設建設プロジェクト　2023年以降OPEN予定施設

公共事業CM方式の発注件数を施設用途別にみると、学校、庁舎、病院が多く、3つの用途で全体の6割を占めており、近年は学校が特に増加している。
次に市民スポーツ系施設、市民文化系施設、研究・流通施設、社会教育系施設と続き、CM方式は幅広い施設用途で導入されている。
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主な活動

本 部
支 部

協会ＨＰ
問合せ先

（一社）日本コンストラクション・マネジメント協会

スポーツ施設建設プロジェクトにおける
コンストラクション・マネジメント方式

27 December 2022｜ 26December 2022 ｜



プロジェクト概要
球場両翼側にスタンドを増設、バックネット裏に個室観覧
席、屋上テラスを設けるなど約6,000席を増設し、収容人数は
28,966人から34,046人（プロ野球開催時最大）にアップ。バ
リアフリー化を図り、球場を一周できる回遊デッキを設けて
市民に開放するなど、街に開かれた賑わいの拠点を目指した。

採用のポイント
今回の球場増築・改修工事は規模も大きく、工事期間中もプ
ロ野球をはじめ数々の興行を行いながらの作業ということで、
設計者や施工者に対し、様々な局面で専門的な知識を要する
交渉・協議が必要になるためにCM方式を採用した。

採用までの経緯
○検討開始時期⇒施工業者選定の検討時期
○「CM方式」を認知していたか⇒はい
○採用・決定までの経緯⇒横浜市新市庁舎整備CM業務や他の
公共工事で多くの実績が有る企業ということで、施工業者選
定の検討時期に並行し、採用を決定した。

CM方式を採用して良かった点
プロジェクトの目的や状況を整理・管理する上で「この部分
には他にどの様な選択肢やパターンがあるのか」「メリットや
課題は何か」「選択した方法によって工期やコストはどう変わ
るのか」といった疑問が生じた際に、経験と実務に基づき積
み上げてきたノウハウを活かしたアドバイスをもらい、円滑
に計画から工事を進捗させることが出来たことである。

CM方式採用プロジェクト事例　CASE01

「横浜スタジアム（増築・改修）」

施設構造／RC造＋S造、地上2F　延床面積／6,240㎡　収容人数／758席（観客席数）　竣工年月（供用開始年月）／2020年11月（2021年4月）　発注
者／塩尻市　発注方式／設計・施工一括発注方式　総事業費／36億円

施設スペック

発注者側体制／4人（うち専任2人）　CMr側体制／13人　CMrの関与対象／設計者・施工者
プロジェクト実施体制

発注方式／プロポーザル（初回）、2回目以降は随意契約　CMr参画範囲／基本計画（＋事業計画）・基本設計・実施設計・施工　契約期間／2016年10月～2021年3月
CM業務契約内容

施設構造／RC造＋S造、地上4F＋地下1F　延床面積／46,032㎡　収容人数／35,384人（プロ野球開催時最大34,046人）　竣工年月／2020年3月（増築
部分全体）　発注者／株式会社横浜スタジアム　発注方式／設計・施工一括発注方式　総事業費／85億円

施設スペック

発注者側体制／9人（うち専任１人）　CMr側体制／実施設計・施工5人、維持管理3人　CMrの関与対象／指定管理者・設計者・工事監理者・施工者
プロジェクト実施体制

発注方式／随意契約　CMr参画範囲／品質・コスト・スケジュールマネジメント・維持管理　契約期間／2017年5月～2020年2月
CM業務契約内容

CM方式採用プロジェクト事例　CASE02

「YOUMEX ARENA（塩尻市総合体育館）」

採用のポイント
事業費とスケジュールの遵守がプロジェクトの至上命題であっ
たが、物価高騰により想定事業費を大幅に超過していること
が判明し、かつ、要求建物に対する適正な事業費の設定が困
難だった。事業完了までの遅延が許容されない状況だったの
で、不落不調を避けつつ事業期間の圧縮をするため多様な入
札契約方式を採用したいが、本市では採用経験がなく、また
公共事業ではまだまだ事例が少なかったことから、CM方式を
採用した。

採用までの経緯
○検討開始時期⇒基本計画段階
○「CM方式」を認知していたか⇒いいえ
○採用・決定までの経緯⇒基本計画策定中に事業費超過が判
明。プロジェクトを進めるためには、全体事業費の精度を向
上させ総事業費の上限を設定する必要があった。その頃、先
進自治体へのヒアリングでCM方式について知る機会があり、
CM事業者数社にヒアリングする中で、本業務への有効性及び
必要性を認識。庁内、議会への説明を行い、同意を得て採用
に至った。

○苦労した点、解決方法など⇒CM方式が当時はまだ公共事業
への採用が少なく、CMがどんな役割を担い、効果があるのか
庁内や議会で説明するのに苦慮した。

CM方式を採用して良かった点
大型公共事業では、フェーズが進むにつれて未確定要素や追
加要求から事業費が増大することが多いが、CM方式の採用
により、基本計画段階から可能な限り詳細に計画（事業費、
要求水準、スケジュール）を立てられたこと、事業段階では
市場価格にまで踏み込んだ査定やコストコントロールができ
たこと、プロジェクト期間を通して専任職員数が最小限で事
業を完了でき、人的及び技術的補完ができたことがあげられ
る。また、事業の効率的な進め方や、進捗管理ツールの採用
など、今後の市の事業に役立つ知識も習得でき職員の資質の
向上にもつながった。

長野県
塩尻市

神奈川県
横浜市

スポーツ施設建設プロジェクトにおける
コンストラクション・マネジメント方式

写真提供・協力：㈱横浜スタジアム写真提供・協力：塩尻市
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施設構造／S造、地上6F　延床面積／27,712㎡　収容人数／最大約1万人　竣工年月（供用開始年月）／2021年2月（2021年3月）　発注者／沖縄市　発
注方式／ECI方式　総事業費／162億円

施設スペック

発注者側体制／13人（うち専任12人）　CMr側体制／9人　CMrの関与対象／指定管理者・設計者・工事監理者・施工者・備品等（施工者・納入業者）
プロジェクト実施体制

発注方式／プロポーザル（初回のみ）、2回目以降は随意契約　CMr参画範囲／実施設計・施工　契約期間／2017年1月～2021年3月
CM業務契約内容

CM方式採用プロジェクト事例　CASE03

「Panasonic Stadium SUITA（市立吹田サッカースタジアム）」
CM方式採用プロジェクト事例　CASE04

「沖縄アリーナ」

採用のポイント
実施設計段階から施工者が参画するECI方式の導入を予定し
ていたことから、設計者と施工者とのコスト、品質、材料、
意匠に係る検討や各会議を取り仕切る経験、知識及びノウハ
ウが発注者側に必要であったほか、本市に類をみない大規模
施設であったことから、完成後に予定されているイベントに
影響しないよう工期遅延は許されない状況であった。さらに、
補助金申請時期に合わせた図面・資料作成が必要であったた
め、品質を確保しながらコストを縮減できるよう設計者、施
工者からVE提案を受けつつ事業を進める必要があり、発注者
支援の形でCM方式の採用を検討した。

採用までの経緯
○検討開始時期⇒実施設計段階
○「CM方式」を認知していたか⇒いいえ
○採用・決定までの経緯⇒本市において過去に類をみない施
設規模・用途であるアリーナ建設を進めるにあたり、相応の
技術・経験を有する職員が発注者側に少なかったことや、国
内大手の設計者及び施工者と対峙するうえで、デザインや工
法、費用面の妥当性、バランス等の判断に資する技術的補佐

が必要であったことからCM方式を採用した。
○苦労した点、解決方法など⇒これまでの公共事業において
CM方式を採用した事例が少なく、情報収集に時間を要すると
ともに、市内部や議会への説明においても通常の事業以上に
時間を要したが、本市では前例のない規模の建設事業である
ことを前面に出し、関係者の理解を得た。

CM方式を採用して良かった点
設計、施工の各段階に応じた専門のCMrを配置してもらい、
事業途中においては支障案件も多々あったが、品質・性能を
確保しながら円滑に事業を進めることができた。また、設計
者や施工者から提出される工程計画を補助金申請スケジュー
ルに合致するよう調整を行い、事業に遅延が起きないよう取
り組めたほか、施工者からのVE提案内容の精査を行い、品質
の確保とコスト管理を行った結果、当初提案を受けた建設費
から予算超過することなく完了できた。さらに、配置された
CMrがもつ経験値や知識が十分に事業に活かされたことで、
職員の負担を大きく軽減することができたと同時に、CMrか
ら的確なアドバイスを受けられたことから市職員の技術向上
につながったことも挙げられる。

プロジェクト概要
任意団体「スタジアム建設募金団体」が寄付金を集め、その寄
付金でサッカースタジアムを建設し、完成したスタジアムは自治体
へ寄付、公共施設として指定管理者方式で運営を行うプロジェク
ト。資金の全額を民間からの寄付金と助成金を活用して建設、完
成した施設を自治体へ寄付するという方式は当時日本初の事業で
あった。所有権が自治体へ移行することで、寄付者には税控除の
対象となるため、事業者にとってはより広く寄付を募ることができ、
自治体も税金を投入することなく大型施設を得られるため、新た
な整備手法として注目された事業である。

採用のポイント
発注者としては、建設資金が寄付金であることから、建設に関す
る意思決定について、公正性、公平性が求められると考えた。一
方で、発注者は施設運営やサッカー興行運営のノウハウは十二分
に持ち合わせていたが、建設の専門的知見は有していなかった。
このため、設計施工者からの提案に対し、建設の豊富な知識を
持ち合わせながら、発注者や利用者の目線に立って目的に資する
提案か、費用の妥当性、施工の確認などを確かめながら全体を
管理する役回りが必要と考え、CM方式を採用した。

採用までの経緯
○検討開始時期⇒設計施工者選定前段階
○「CM方式」を認知していたか⇒はい
○採用・決定までの経緯⇒設計施工者の選定方法を検討する
中で、公正性、公平性、専門性の観点からCM業務の必要性を
感じ、導入を決定した。決定においては、実務経験はもちろ
んのこと、本プロジェクトの目的に賛同いただき、前例の無
い事業を成功に導いていただけるかに重きを置き選定を行っ
た。
○苦労した点、解決方法など⇒サッカースタジアム建設にお
けるCM方式導入事例が少なく、寄付金という限られた予算内
でCM方式を導入することの是非に多くの時間を要した。

CM方式を採用して良かった点
設計施工者と発注者間の意思伝達がスムーズであった（両者の
正確な意図が伝えられ、事実誤認が起こらなかった）。建設に
かかる意思決定プロセスの公正性が担保された。設計者、施
工者だけでない様々なアイデアが付加された。建設の専門的
知見からの適切なVE（バリューエンジニアリング）、CD（コ
ストダウン）が図れた、などが挙げられる。

施設構造／RC造＋S造＋PC造、地上6Ｆ　延床面積／64,000㎡　収容人数／40,000人　竣工年月／2015年9月　発注者（プロジェクト発足時）／スタ
ジアム建設募金団体（主体：㈱ガンバ大阪）　発注方式／設計・施工一括発注方式　総事業費／140億円

施設スペック

発注者側体制／5人（うち専任4人）　CMr側体制／5人　CMrの関与対象／発注者・設計者・施工者・指定管理者
プロジェクト実施体制

発注方式／プロポーザル方式　CMr参画範囲／基本計画・基本設計・実施設計・施工　契約期間／2009年～2015年
CM業務契約内容

沖縄県
沖縄市

大阪府
吹田市

スポーツ施設建設プロジェクトにおける
コンストラクション・マネジメント方式

写真提供・協力：㈱ガンバ大阪写真提供・協力：沖縄市
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